
街区単位の液状化対策
自治会単位の説明会の開催状況について

３．今後について

２．説明会における主な意見の傾向

① 工事の内容に関する質問が増加

・工事の効果、影響及び補償内容に関する事項

・施工完了までの流れや工事に要する期間

・施設の耐用年数が30年限られていることへの不安（恒久的な対策を望む声が増加） ・・・など

② 地域固有の課題や個人の状況に関する質問が増加

・空き家や空地、事業者が多いエリアでの同意確認の進め方

・傾斜地などの地形特性に関すること

・現時点で減免になるかを確認できないこと ・・・など

① まだ、初めて説明を聞くという方が多いため、引き続き、時間をかけて丁寧な説明に努めていく。

② 事業実施に前向きな自治会から順次、意向確認アンケートを行うとともに、対策工事に向けた概略設計や試験施工などを進
めていく。

１．開催状況（令和８年3月末現在）

計
（63自治会）

寺尾周辺地区
（27自治会）

黒埼地区
（26自治会）

天野地区
（10自治会）

地区名

37自治会12自治会20自治会5自治会実施自治会数

58.7％44.4％76.9％50.0％実施率

46回18回20回8回説明会数

856人248人430人178人参加者数


